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まちづくり計画案作成検討会の開催 

  5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 １月 2月 ３月  計 

まちづくり計画案作成検討会 
（計画第一部、第二部、第三
部） 

  

専門家 
（三重短期大学教授 長友薫輝） 
 

中間
報告 

1 

ファシリテーター 
（津市ＮＰＯサポートセンター 
理事長 川北輝） 

中間
報告 

1 

概ね1回/月実施 



まちづくり計画案作成検討会 
第二次検討会 

計画第一部 

テーマ：自然がいっぱいの昼生 



検討・実施フロー 

 ・共同作業の推進 
 ・耕作希望者の受入れ 
 ・耕作地の貸出し 
 ・進入路設置等の耕作  
  環境整備 
 ・耕作放棄地の活用 
 ・情報の発信 

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
昼
生 

里山の監理 

耕作地の監理 

環境の保全 

区域の設定 

獣害対策 

① 維持区域の検討 

② 再生区域の検討・実施 

耕作地の維持 

④ 「環境配慮の昼生」
キックオフイベント 

昨年度 今年度 

③ 



自然がいっぱいの昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

里
山
の
監
理 

区
域
の
設
定 

再
生
区
域
の
検
討
・
実
施
（
１
） 

"◆候補を絞る（太字）  
コンセプト－－「いつ
でも遊びに行ける憩い
の場」 
 整備することでイノ
シシ、鹿、サルが近づ
かなくなるので獣害対
策ともなる。 
①みどろ池を含むその
周辺(弘法寺）   ・
整備後の管理ができな
いという理由からみど
ろ池管理組合、自治会
が辞退  



自然がいっぱいの昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

里
山
の
監
理 

区
域
の
設
定 

再
生
区
域
の
検
討
・
実
施
（
２
） 

②観音山を含むその周
辺（下庄） 
・地域の憩いの場とし
て適切。見晴らし台、    
33の地蔵さん、ミツバ
ツツジ群落  
・現在も比較的整備さ
れており、取り組みや
すい 
・保存会のメンバーが
高齢化しており、これ
を引き継ぐ必要がある 
③江神社を含むその周
辺（下庄） 
・地域バランスから対
象外とする 

下庄自治会事業として、
市の補助金により整備し
た。 
 高木・竹の伐採、 
 ミツバツツジ植樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（現況写真を貼る） 

今後の取組みについ
て、保存会、自治会
とも協議し進めてい
く。 

整備範囲 



自然がいっぱいの昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

里
山
の
監
理 

区
域
の
設
定 

再
生
区
域
の
検
討
・
実
施
（
３
） 

④小学校南山（中庄） 
・範囲は巾100ｍ、奥
行50ｍほど。 
・所有者の了解は得ら
れる模様 
・子どもの遊び場とし
て公園化する 
・学校の隣であり授業
にも使える 
・樹木の伐採、一部公
園化 
・獣害対策が必要  
 

・昼生に工場のある㈱エ
イチワンが、ＣＳＲ活動
の一環として「エイチワ
ンの森」整備する活動を
展開している。 
 この活動は、まち協の
取組みと重なる部分が多
いことから、この場所を
「エイチワンの森」とし
て整備できないか協議し
ている。可能 
であれば、地 
権者、自治 
会と協議を進 
めていく。 
 

・「エイチワンの
森」として採択され
たときは、㈱エイチ
ワン、自治会、小学
校と協議しながら進
めていく。 

小
学
校 

整備範囲 



自然がいっぱいの昼生 

(参考）      「エイチワンの森」 

 下庄に工場がある㈱エイチワンの社会貢献（corporate social responsibility）活動 

 同社の工場がある亀山、群馬、埼玉で展開している 
 
【亀山の場合】 
 ・所在地：三寺地内 約１ｈｒ 
 ・活 動：樹木の間伐、竹林整備、歩道整備 等、 
      （社員の福利厚生の一環として実施） 
 ・仕組み：県の「三重の森林づくり事業」 
  の一環として、県と契約（５年契約） 
 ・現 状：現在２年終了。ほぼ整備終了。 
      次の場所を探している。 



自然がいっぱいの昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

里
山
の
監
理 

区
域
の
設
定 

再
生
区
域
の
検
討
・
実
施
（
４
） 

⑤石神社・川上薬師を
含むその周辺（三寺） 
・参詣道を周遊（神社
～薬師～池～神社で整
備すると有効（以前は
神社～薬師の近道が
あったとも聞く） 
・植林、道路整備が必
要 
 

・三寺町自治会の取組み 
 ミツバツツジ植樹（石

神社周辺） 
 道路の整備（薬師堂付

近） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自治会に説明し、
了解が得られれば整
備の区域、方法等協
議しながら進めてい
く 

川上薬師堂 

石神社 



自然がいっぱいの昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

環
境
の
保
全 

④
「
環
境
配
慮
の
昼
生
」
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト 

「自然がいっぱいの昼
生」を目指すには、地域
の環境保全活動に取組む
必要がある。 
  
 環境保全活動の基本コ
ンセプトは「環境配慮の
昼生」とした。 
 今年度は、キックオフ
イベントを行うべく全国
モーターボート競走施行
者協議会の助成金を申請
したところ、認められた
ので、これを活動の重点
として取組んだ。 
 その内容と成果は、以
下のとおりである。 
  

 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果【啓発活動】 

①オープニングセレモニー（平成28年8月28日） 
 
 
 
 
 
 
 
②標語作成  「里山は ぼくらみんなの たから物」 新川大聖さん（中庄） 
③ポスター・チラシ作成 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 【啓発活動】 

 ④ 恒例行事(夏まつり、運動会、文化祭・敬老会）の中の一角に、展示ブースを
設置して、キックオフイベントの取り組み状況を周知した。 

夏まつり 

運動会 

文化祭・敬老会 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果【啓発活動】 

⑤「環境かかし」製作 

⑥ 活動周知のチラシ制作 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【オープニングセレモニー 参加者アンケート】 

  



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果【環境マップ】 

説　明 備　　考

(里山）
(範囲は昼生の
里山全部）

里山全体が荒廃していると考えられることから、特に
範囲を示していません。

耕作放棄地
図示の範囲は、周辺を含めて耕作放棄地と見受けら
れる土地があることを示します

獣害発生範囲

凡　　　　　　　　例



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成【大気調査】 

二酸化窒素の経月変化 
（昼生小学校）  

降下ばいじん総量の経月変化（昼生小学校） 
  

県内の年間平均値は０．７７～２７．２９ｔ／ｋｍ２／月 

基準値  大気中のダイオキシン類測定結果  



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果【水質調査】 

・環境調査・・・大気、水質調査の１０年間の調査データ（推移）をグラフ化す
る。 

中ノ川のＢＯＤ７５％水質値の経年変化  

環境基準 

ＢＯＤ75％：年間データのうち７５％以上のデータ 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【日々の生活の中での環境活動】 

・１人からできるエコ活動の取組み・・・アンケートを基に、最も多かった「ゴ
ミ減量」活動について、昼生の主婦（２名）に実行していただいている。 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【大人を対象の環境学習動】 

 
2) 大人を対象とした環境学習 
・有識者講演会 
 28/11/24 「メダカに託した思い」 東大名誉教授 井尻憲一さん 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【小学生を対象とした環境学習】 

1年（図画） ２年（図画・作文） ３年（図画・作文） 

４年（図画・作文） ５年（図画） ６年（新聞記事の切り抜き） 

学年ごとに図画・作文等を制作。文化祭・敬老会で発表 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【幼児を対象とした環境学習】 

ぬり絵を制作。文化祭・敬老会で発表 



自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【事業所の環境活動の取組みの紹介】 

【㈱エイチワン】 
 ＥＭＳ活動 
ＩＳＯ１４００１に基づく環境マネジメントシステム（Environmental 
Management System=EMS）を、環境への取り組みの基礎としている。 
 事業活動の中で、EMSのPDCAサイクルを確立、それを継続進化させることで、
事業活動における環境負荷を年々低減している。 
 ＣＯ2削減の取組み 
 中期事業計画において3ヵ年のCO2削減目標を盛り込み、定期的な進捗確認を
行なっている。また、製造法にCO2削減の方策を盛り込み、環境保全と効率性と
を兼ね備えた製造方法を実現していく。 

【吉田工業㈱】 
 工場周辺清掃活動 
 グループ会社と一緒に月1回工場周辺の清掃活動を行っている。 

【(有)マツヤ】 
 



2018/3/7 24 
この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受
けて実施しました。 

自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【事業所の環境活動の取組みの紹介】 
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自然がいっぱいの昼生 

「環境配慮の昼生」キックオフイベントの内容と成果 
【事業所の環境活動の取組みの紹介】 

この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受
けて実施しました。 



自然がいっぱいの昼生 

【平成29年度の取組み】 
 
１．里山の監理 
 再生区域の小学校南山の整備について、公園化のイメー
ジ案をつくる。 
 
２．耕作地の監理 
 耕作放棄地について、現状と今後の予測を行い、具体的
な対応策を検討する。 
 
３．環境の保全 
 今年度の「環境配慮の昼生」のイベントの成果を踏まえ、
今後の具体的な取組みを提案する。 



まちづくり計画案作成検討会 
第二次検討会 

計画第二部 

テーマ：魅力がある昼生 



検討・実施フロー 

  ・子どもから高齢者まで楽しめる 
  ・参加しやすく、時代に合う 
  ・若者を対象 

住みよいまち 

活気のあるまち 

住みよい 
環境づくり 

地域の絆づくり 

① 生活改善の提唱 

② 子育て環境の整備 

既存のイベント 

新たなイベント 

地域間連携 
（農村⇔都市 

③ 公園の整備 

④ 既存のお店の利用促進 

⑤ 買い物代行サービス 

⑥ 交通（デマンドバス、福祉タ
クシー券、あいあい無料送迎バス 

⑦ あいさつ 

⑧ 交流の場 

⑪ 付加価値の高い地域産品つくり 

⑫ グリーンツーリズム 

⑭ 空き家の活用 

⑬ 里親制度、ホームステイ 

地域ブランドの創出 

魅
力
が
あ
る
昼
生 

 ・各地区の行事の検証 
 ・簡略化、現代風に変更 
 ・子どもたちへの継承 
 ・マンネリ防止 
 ・芸術、文化、文化財の保存 

昨年度 今年度 

⑨ 

⑩ 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

②
子
育
て
環
境
の
整
備 

◆放課後、「先生を入
れない遊び場つくり」
を検討する。 
・現在の放課後子ども
教室ではない。 
・学校が関与しないし
くみを検討する。 
・お仕着せのやり方で
は子どもがついてこな
い。  

◆学童保育の充実 
 学童保育「遊友クラ
ブ」が施設が老朽化等で
劣悪であり、運営委員会
が改善を要求している。
これの推移を見守ること
にした。 
 
 
 
（学童保育所の写真） 

◆行政から、小学校
の敷地内への移設の
方向が示されている
が、これを確実にす
るために更に注視し
ていく。 
 
 
 

学童保育所 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

④
既
存
の
お
店
の
利
用
促
進
（
1
） 

◆（具体的な検討に取
り掛かる）（Ｃ班） 
①各お店の現状・課題
と今後の展望を把握 
 ・お店側との意見交
換の実施 
 （マゴザ、北川商店、
生甘堂） 
②お店側のサービス充
実の検討 
 ・宅配（配達）サー
ビス 
 ・出張販売 
 ・お店利用クーポン
券の発行、広告チラシ
の配布 
  

◆既存のお店の利用促進
策として、それぞれのお
店の得意な部分と住民の
得意な部分をコラボして、
住民福祉の向上に役立て
ることを検討した。 
 更に、これをコミュニ
ティビジネスとして展開
できるか検討した。 
～「達人クラブ」（仮
称）～ 
 ◆達人クラブは、まち
協から独立した組織とし
て住民に立ち上げてもら
う。 
当面は、市の市民活動応
援券を得られる団体が設
立された。 
  

 
 
 
達人クラブを30年
度立ち上げを目標に
して、具体的な仕組
みを検討する。 
 
 



魅力がある昼生 

「達人クラブ」（仮称）と市民活動応援券制度の登録団体 

 昼生の団体が集まって、平成29年度から応援券を受ける団体を結成し、登録申請
し、認められた。活動開始は、平成29年4月。 
 これにより、まち協の活動に参加・支援していただいた方に応援券を介して、
実質的なお礼をすることが可能になる。 

 クラブいもこじ   
  参加団体 ・下庄里山公園保存会 
       ・ザ ミュージックウォーカーズ 
       ・梅クラブ「あんばい」        
 クラブコスモス 
   参加団体 ・金王道整備保存会 
        ・男の料理「旬楽」 
        ・絵手紙サークル「いろいろ」 
          ・健康づくり応援隊 

 新規の団体、個人 

市民活動応援券制度登録済み 

今後取組み 

「達人クラブ」（仮称） 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

④
既
存
の
お
店
の
利
用
促
進
（
2
） 

 ・駐車場の完備（マ
ゴザ、北川商店） 
③地域で取り組む利用
促進策の検討  
 ・イベント等でのお
買い物券の活用拡大 
 ・地元生産者による
出荷支援 
 ・空き地、空き家の
活用支援 
④お店が連携した販売
促進の検討 
 ・ＪＲ下庄駅西開発
計画の把握 
 ・販売促進連絡会の
開催（開発事業主、3
店舗、まちづくり協議
会） 

 今後、あらゆるジャン
ルの団体、得意技を持つ
住民を包含する「達人ク
ラブ」の発足に向けて検
討する。 
 その検討の一助とする
ために、11/6に滋賀県米
原市の大野木長寿村まち
づくり会社を視察した。 
  【大野木長寿村まちづく
り会社】(右写真） 
 ◆ 高齢者が高齢者を 
  支える 
 ◆ 有料ボランティア 
 ◆ 自治会とは別組織 

 
 
 
 



魅力がある昼生 

「達人クラブ」（仮称）の仕組みづくり 

【コンセプト】 

⑴コミュニティビジネスとして展開 

⑵有料ボランティア 

⑶高齢者を元気な高齢者が支援する活動  

⑷福祉向上の取組み 

 

【平成29年度の取組み】 

①設立検討会の設置 

②活動拠点の整備  (たまり場、事務所) 

③達人クラブへの登録  (サークル・個人) 

④既存のお店との連携 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

⑥
交
通
（
1
） 

◆10/1運行開始の再編バ
スについて、利用率向上
策を交通安全部と協働で
検討し、市に提案した。 
 乗車率向上策の市の検
討結果について（市の回
答は以下のとおり） 
高齢者の乗降補助につい
て 
①高齢者の乗降補助につ
いて 
・自動補助ステップ 
 三重交通は、現在の車
両には取り付けられない
と言っている。車両入替
時には考えてほしいと
言ってある。 

◆今後交通安全部と 
協力して協議してい
く。 
 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

⑥
交
通
（
2
） 

・乗降時の運転手の介添 
 専門員が必要でありで
きない。 
②バスの愛称について 
 地元が自主的に愛称プ
レートをつけるか、市が
愛称を公募するかのいず
れかについて、4/1実施
を考えて市で検討する。 
③停留所付近の施設の案
内について 
・車内アナウンス―――   
 必要性を判断する（長  
 期的課題） 
・バス停に書く――ＯＫ 
 
   



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り 

⑥
交
通
（
3
） 

④市街地のバス停看板を
分かりやすいデザインに
する 
 必要性を判断する（長  
 期的課題） 
⑤使い易い便利な時刻表 
 用途に合った利便性の
高い時刻表を検討する。 
⑥行政機関の積極的利用 
庁内にバス利用を促して
いる。 
⑦その他 
 今後も、この協議を続
けていくことで合意した。 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

住
み
よ
い
ま
ち 

新
た
な
イ
ベ
ン
ト 

⑨
参
加
者
し
や
す
く
、
時
代
に
合
う
イ
ベ
ン
ト 

◆今年度もＪＲ主催のさ
わやかウォーキングを支
援した。 
・28年10月10日 
 三寺のコスモス畑を巡
るコース。（写真） 
 いきいき三寺、生甘堂  
 に協力いただいた。 
・29年1月28日 
 金王道東西コース。 
 金王道保存会、 
 いきいき三寺、 
 男の料理教室、 
 草川恒光さん、 
 生甘堂さんに 
 協力いただいた。 

◆地域の活性化、魅
力がある昼生づくり
を目指して、今後も
可能な限り協力して
いく。 



魅力がある昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

二
八
年
度 

検
討
で
き
な
か
っ
た
項
目 

 

 
 
 
 
・高齢者による 

 家庭内のしつけ 
・交通安全指導 
・自治会長の挨拶運動 
コミュニテｨ-のクラブ              
ハウス、グランド 
  (たまり場の活用) 
 
 
 
・美しい自然 
・住みやすい昼生 
・安心・安全など 
 計画1～3部の成果 
 を見極めて検討する 
 



まちづくり計画案作成検討会 
第二次検討会 

計画第三部 

テーマ：安全・安心の昼生 



検討フロー 

防災 

自主防災会 

道路整備 

①未整備地区の整備促進 

②組織の充実 

犯罪の起きない 
環境づくり 

③防災訓練等 

④地域防災情報の発信・共有 

⑥道路整備 

⑬電話健康相談制度、地域医療の充実 医療機関受診 

道路・河川・水路の整備 

空き家の適切管理 

⑫ 外灯設置、パトロール、 
安心ネットワーク、情報発信 

⑭ 健康体操の取組み、 
健康診断実施計画の見直し 

健康増進 

見廻り体制 

道路整備 

空き家対策 

防犯 

健康 

高齢者対策 

安
心
・
安
全
の
昼
生 

⑤道路・河川・水路の整備 

⑦信号設置 

⑧市「空き家相談室」の設置 

⑨早期発見と情報提供 

⑩見廻りサービスの実施 

⑪管理代行サービス事業 

⑮ 自治会、クラブ・サークル、 
宅配業者等の活用 

⑯情報の発信 

昨年度 今年度 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

平成２８年度の予定 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

防
災 

自
主
防
災
会 

①
未
整
備
地
区
の
整
備
促
進 

②
組
織
の
充
実 

③
防
災

訓
練
等 

④
地
域
防
災
情
報
の
発
信
・
共
有 

 

◆まち協防災部の位置
づけ 
・自治会自主防災会と
の連携 
 
◆地域全域防災無線の
整備 
 
◆防災ハザードマップ
作成 
・洪水氾濫想定マップ  
・地震時ハザードマッ
プ 
・避難経路マップ  
・緊急車両進入可能
マップ 
◆マップ作成後の活用
と活動の検討 
 

◆地元の防災コーディ
ネーターを中心に、自主
防災力を高める活動を 
行う。 
◆２９年２月に県建設業
協会に依頼し、応急仮設
住宅建設訓練を行った。 
◆防災ハザードマップ作
成進捗状況 
・洪水氾濫想定マッ
プーーー中の川を中心と
した地形（高低差）測量
を実施。今後図化する。  
・地震時ハザードマップ、
避難経路マップ、緊急車
両進入可能マップーーー
全自治会でタウンウオッ
チングを終え、図化中。 

◆防災コーディネー
ターと連携し、講演
会・講習会を実施す
る 
 
 
 
◆マップを完成させ
る。（自治会に最終
確認） 



安全・安心の昼生 

まち協防災部（仮称）の立上げ 

① 自治会の自主防災会と連携した防災活動の実施 

  ・避難所運営ワークショップ（女性目線、中高生も参加） 

  ・想定外の対応を含め有事に活かせる学習（講演会、講習会） 

② 昼生全域をカバーする防災無線の設置 

③ ハザードマップの周知と危険個所の改修等の提案 

  ・大雨時の湛水・浸水範囲の想定 

  ・土砂災害想定危険個所 

  ・タウンウォッチングで発見された危険個所 

④ 災害時に必要な機器の整備 

  ・消火困難箇所の散水栓 

  ・プロパンガスボンベ使用の発電機 等 

 



安全・安心の昼生 

防災ハザードマップ作成 

三寺町の例 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

平成２８年度の予定 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

道
路
整
備 

道
路
整
備 

道
路
整
備 

◆通学路について、他
地区との連携（安全性
の再点検（外灯を含
む）歩道、横断等の不
安全箇所について） 
 
 

（未検討項目） ◆地域を越えて、安
全な通学と防犯に結
びつく環境つくりの
ために、再点検する。 

夜は暗い
通学路 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

平成２８年度の予定 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

空
き
家
対
策 

空
き
家
の
適
切
管
理 

市
「
空
き
家
相
談
室
」
の
設
置 

◆空き家バンクからの
情報、受入れ、優遇条
件の発信。 
 危険個所、立ち入り
禁止のマップ情報 

◆空き家状況をタウン
ウォッチングにて確認し
た。 
ハザードマップに記載す
る。 

◆市空き家対策、計
画を調査 
 
◆高齢者の居場所
（サロン）の検討 
計画二部、福祉部と
連携する 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取組
み 昨年度の到達点 

（代議員会承認） 
今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

防
犯 

犯
罪
の
起
き
な
い
環
境
つ
く
り
（
高
齢
者
対
策
を
含
む
） 

外
灯
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報

発
信 

◆各項目の課題 
①パトロールの充実 
・グループ編成 
・経路 
・巡回日程 
②近所の声掛け 
・意識の植え付け 
・自治会での広め方 
③連絡網の充実 
・個人情報の扱い  
 
 
 

 
◆若い年代を含めグルー
プで、昼夜を含めどのよ
うにパトロールするか考
えてもらう。 
 

 
◆近助、自助、共助
の内の近助の充実
（一部、小グループ
編成で実施の地区あ
り） 
 
◆各自治会の対応の
可能性を検討 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取組
み 昨年度の到達点 

（代議員会承認） 
今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

防
犯 

犯
罪
の
起
き
な
い
環
境
つ
く
り
（
高
齢
者
対
策
を
含
む
） 

外
灯
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報

発
信 

④独居高齢者の訪問、
見守り 
・自治会での仕組み
づくり      
⑤「子どもＳＯＳの
家」を「住民ＳＯＳ
の家」に拡充 
・(事務局提案）  
宝くじ協会の助成金
を申請し、「住民Ｓ
ＯＳの家」を設置す
る。⑥外灯の設置 
・地域を越えての調
査が必要 
 
 
 
 

◆人感センサー、見守り
システムを含め、自治会
の仕組みを検討する 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆マップ掲載する。 
住民ＳＯＳに衣えーーー
各自治会でお願いする家
を要請する。                  
 

◆高齢者見守り（緊
急通報、地域連携シ
ステム）による安否
確認。給食宅配等を
含め地域包括ケアシ
ステムの検討等 
・「ラフサポート三
重西」の視察 
・福祉部と連携が必
要 
 
◆マニュアル検討
（徘徊ＳＯＳを含め、
子ども110番対応マ
ニュアルに準じて） 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

健
康 

医
療
機
関
受
診
、
健
康
増
進 

医
師
、
看
護
師
に
よ
る
電
話
相
談
制
度
。
地
域
医
療
の
充

実
。
健
康
体
操
等
の
取
組
み 

◆取り組みの具体化 
①サポートスタッフの
育成   
・出張講座開催の緩和
10人以上→5人以上 
②高齢者の生きがいづ
くり   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
◆生きがいが何かを求め
る。 
現在、いろいろなグル
ループがある。 
今あるものを見直し、昼
生全体を単位として考え
直す。 
 

◆地域での育成 
 
 
 
 
◆現状の福祉部活動
の発展的の取組みの
検討 
◆高齢者ビジネスを
通じた取組みを検討 
（見守り体制、支え
合い、元気づくり） 
    ↓ 
「地域包括ケアシス
テム」を福祉部と連
携して検討する 
 



安全・安心の昼生 
中
項
目 

小
項
目 

取
組
み 

昨年度の到達点 
（代議員会承認） 

今年度の到達点 
（中間報告時点） 

今後の課題・取組み 

健
康 

医
療
機
関
受
診
、
健
康
増
進 

医
師
、
看
護
師
に
よ
る
電
話
相
談
制
度
。
地
域
医
療
の
充
実
。
健

康
体
操
等
の
取
組
み 

③見廻り体制 
・（防犯と重なる） 
④要介護状態にならな
いための予防、取組み 
・人数制限をなくす 
・亀山地域包括支援セ
ンターとの連携 
・認知症予防対策、出
張講座等の充実 
・健康寿命の向上     
出張講座等の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆まち協福祉部と市社協
との懇談会 
・地域の福祉に関する課
題 
・地区の１０年後の姿 
・自助、共助の視点でで
きること等、現在の取組
みに似ているが、福祉部 
・福祉委員と連携してい
くことを確認した。 
 
 
 

 
 
 健康遊具設置 
 元気づくりシステ

ムの検討 
 高齢者による有償

ボランティア活動 
 （認知症予防、介  
 護予防、見守り体  
 制） 
 スタッフ養成、人 
 材発掘が必要 
 昼生独自の近助、

自助、共助の仕組
みを考えていく。 



まちづくり計画案作成検討会 
第二次検討会 

The ＥＮＤ 


